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天才アートとは、障碍の

ある人の多くがもつ優れ

た感性と表現力、そこか

ら湧き出る独創的なアート

作品に対して、特定非営利活動法人 障碍

者芸術推進研究機構がネーミングしたも

のです。欧米ではアール・ブリュット、あ

るいはアウトサイダー・アートなどと呼ば

れています。当機構は天才アートを推進し、

その啓発活動を行っています。
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第
３
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展
は

６
月
１
日
か
ら
開
催
し
ま
す

来
る
６
月
１
日
（
木
）
〜
11
日
（
日
）、
第
３

回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展
を
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
企
画
テ
ー
マ
は
「
非
形
態
の
表
象

Inform
el et Im

age

」
で
す
。
第
１
回
の
テ
ー
マ

は
「
８
人
の
天
才
た
ち
展
」
で
、
当
機
構
の
所
属

作
家
８
名
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
第
２
回
は

「
机
の
上
で
。
展
」
と
し
て
、
日
頃
の
制
作
ア
ト

リ
エ
の
再
現
を
想
定
し
て
会
場
構
成
と
展
示
を
企

画
し
ま
し
た
。

今
回
の
「
非
形
態
の
表
象
」
は
、
次
の
３
つ
の

制
作
の
特
質
に
限
定
し
展
示
し
ま
す
。
①
色
彩
だ

予 　 告

展 覧 会

け
、
あ
る
い
は
単
純
な
図
を
繰
り
返
す
だ
け
で
形

態
を
持
た
な
い
も
の
。
②
決
め
ら
れ
た
手
作
業
の
反

復
に
よ
っ
て
生
じ
る
身
体
性
を
も
つ
造
形
。
③
具

体
的
な
表
現
対
象
を
も
た
ず
頭
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー

ジ
や
言
葉
を
追
い
続
け
て
い
く
シ
ュ
ー
ル
な
世
界
。

─
今
回
の
出
展
者
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
３
つ
は

「
障
が
い
の
あ
る
人
の
造
形
」
に
ひ
ろ
く
共
通
し
て

み
ら
れ
る
制
作
の
特
質
と
思
わ
れ
ま
す
。

C
O

C
O

N
 KA

RA
SU

M
A

 3F

〈kara-S

〉
で

「
天
才
ア
ー
ト
展
」
を
開
催

京
都
の
中
心
地
・
烏
丸
四
条
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ルCO

CO
N

 KARASU
M

A

の
３
階
に

〈kara-S
〉
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
大
学
の
情
報

発
信
を
目
的
に
京
都
精
華
大
学
が
運
営
す
る
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
シ
ョ
ッ
プ
の
２
つ

の
ス
ペ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
来
る
４
月
４
日
（
火
）

か
ら
約
２
週
間
、「
天
才
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ス
ペ
ー

ス
は
決
し
て
広
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
館
内
に

は
オ
シ
ャ
レ
な
イ
ン
テ
リ

ア
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
が
並
び
、
隣
接
す
る

『
京
都
シ
ネ
マ
』
で
は

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
映
画
を

上
映
す
る
な
ど
〈
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
〉

に
と
っ
て
は
、
い
ま
ま

「クレパスのグラデーション 2016」川嶋誉大

で
に
は
な
い
展
示
イ
ベ
ン
ト
の
環
境
に
な
り
ま
す
。

こ
の
会
場
で
は
じ
め
て
天
才
ア
ー
ト
の
作
品
に
ふ

れ
た
人
た
ち
の
間
で
話
題
が
ひ
ろ
が
れ
ば
、〈
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
〉
の
い
っ
そ
う
の
啓
発
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
天
才
ア
ー
ト
展

会
場
＝kara-S

（COCON KARASUM
A 3F

）

会
期
＝
４
月
４
日
（
火
）
〜
同
16
日
（
日
）

　
　
　
（
月
曜
日
は
休
み
）

時
間
＝
11
時
〜
20
時
（
最
終
日
は
18
時
ま
で
）

《
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
》
展
示

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
協
賛
し
て
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
サ
ウ

ス
ホ
ー
ル
で
作
品
展
示
を
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
26
日
（
水
）
13
時
〜
16
時 

会
場
＝
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
サ
ウ
ス
ホ
ー
ル

内
容
＝
茂
山
千
三
郎
に
よ
る
記
念
狂
言
◎
リ
レ
ー

対
談
：
山
極
壽
一 （
京
都
大
学
総
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
理
事
・
総
合
監
修
者

） ／
佐
々

木
丞
平（
京
都
国
立
博
物
館
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
理
事

）／
茂
山
千
三
郎（
大
蔵
流

狂
言
師

）

／
杉
本
節
子（〈
公
財
〉
奈
良
屋
記
念
杉
本
家
保
存
会
、
料
理
研

究
家
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
特
別
委
員

） 

◎
近
藤
正
臣
（
俳
優
）：
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ

◆
事
前
申
込
制
：
３
月
31
日
ま
で
・
入
場
無
料　

◆
問
合
せ
先
：
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

※
「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
を
契
機
と
し

て
、
日
本
の
文
化
首
都
・
京
都
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
文
化

と
芸
術
の
祭
典
で
す
。
２
０
２
０
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

https://culture-project.kyoto

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛
し
ま
す
。

「うずまくグラデーション 2016.9.25①」足立茉莉

『
い
き
い
き
春
の
文
化
祭 

ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
の
出
会
い
』
開
催

「
文
化
庁
京
都
移
転
・
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推

進
チ
ー
ム
」
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
チ
ー
ム

構
成
メ
ン
バ
ー
の
「
劇
研
」
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て

企
画
し
、
京
都
市
や
当
機
構
も
共
催
し
て
い
ま
す
。

左
京
東
部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
や
天
才
ア
ー
ト
作
品
展
示
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
〉

４
月
29
日
（
土
）
13
時
開
場
〜
16
時
ま
で

◆
《
ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
や
作
業
所
製
品
の
展
示
即
売
》

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
は
あ
と
・
フ
レ
ン
ズ
・

ス
ト
ア
、
京
都
市
立
白
河
総
合
支
援
学
校
『
パ

ン
工
房
白
河
』
＆
ミ
ニ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

◆
14
時
〜
《
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
》
な
づ
な

学
園
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
サ
ー
ズ
＆
フ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
他

（
15
時
30
分
ご
ろ
ま
で
）

◆
14
時
30
分
〜
《
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
の
出
会
い
」》

　

作
品
や
創
作
風
景
な
ど
を
映
像
で
紹
介
し
な
が

ら
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

水
野
哲
雄
（
京
都
造
形
芸
術

大
学
名
誉
教
授

）・
杉
山
準
（
劇

研　

理
事
長

）・
高

島
寛
（
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

）

◆
15
時
15
分
〜
《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
を
体
験
す
る
」》
対
象
小
学
生
以
上

＊
入
場
無
料
・
予
約
不
要

〈
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
作
品
展
示
〉

会
期
＝
４
月
29
日
（
土
）
～
５
月
14
日
（
日
）

10
時
～
21
時
／
日
曜
は
17
時
ま
で
／
５
月
２

日
、
９
日
は
休
館
、
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報 　 告

展 覧 会

『
天
才
ア
ー
ト
in
東
山
』

〝
花
と
鳥
と
動
物
と
〟
を
、

東
山
区
総
合
庁
舎
１
階
展
示

ホ
ー
ル
を
会
場
に
２
０
１
７

年
１
月
14
日
（
土
）
〜
同
22

日
（
日
）
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。
東
山
区
は
当
機
構

の
四
条
新
道
ア
ト
リ
エ
の
あ

る
地
元
で
も
あ
り
、
東
山
区

役
所
の
後
援
を
い
た
だ
く
こ

と
で
念
願
の
企
画
展
を
開
催

で
き
ま
し
た
。

今
展
で
は
、〝
花
と
鳥
と

動
物
と
〟
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
当
機
構
の
登
録
作
家
36
名

の
中
か
ら
、
８
名
の
絵
画
作

品
計
44
点
（
40
号
以
上
の
大

型
作
品
５
点
と
四
つ
切
か
ら

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
画
用
紙
な
ど

の
作
品
39
点
）
を
選
定
し
展

示
し
ま
し
た
。
８
名
の
作
家

の
個
性
的
タ
ッ
チ
や
作
風
が

そ
れ
ぞ
れ
に
際
立
っ
て
、「
初

進
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
営
地
下
鉄
東

西
線
「
市
役
所
前
駅
」
改
札
口
横
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
、３
月
15
日
（
水
）
〜
同
28
日
（
火
）

の
期
間
、「
天
才
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、『
い
き
い
き
春
の
文
化
祭 

ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
の
出
会
い
』
と
同
一
事
業
で
す
。

約
六
○
平
方
メ
ー
ト
ル
弱
の
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、

通
路
側
の
二
面
は
ガ
ラ
ス
で
、
地
下
鉄
駅
構
内
は

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
演

奏
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
会
場
に
な
っ
た
り
、
通

行
人
の
休
息
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ス
ペ
ー
ス
内
に
天
才
ア
ー
ト
複
製
画
一
○

点
の
展
示
と
、

通
路
に
面
し
た

ガ
ラ
ス
面
は
特

別
に
企
画
制
作

し
た
登
録
作
家

の
ア
ー
ト
ポ
ス

タ
ー
一
○
点
を

掲
示
。

多
く
の
市
民

が
行
き
交
う

地
下
街
の
一
角

に
突
然
出
現

し
た
天
才
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
多
く
の

注
目
と
話
題

を
集
め
ま
し

た
。
と
く
に
ガ
ラ
ス
に
貼
ら
れ
た
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー

に
は
、
通
行
す
る
人
た
ち
が
足
を
止
め
て
観
覧
す

る
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
、
好
評
に
終
始
し
ま
し
た
。

京
都
創
生
Ｐ
Ｒ
事
業「
京
あ
る
き

in 

東
京
２
０
１
７
」
に
て
展
示

２
月
４
日
か
ら
約
１
カ
月
、
都
内
各
所
で
、
京

都
の
歴
史
、
景
観
、
伝
統
産
業
、
観
光
な
ど
、
多

彩
で
奥
深
い
京
都
の
魅
力
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
前
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
舞
子
さ
ん
の
舞
、
能
、
生
け
花
、
紙
芝
居
、

落
語
な
ど
、
伝
統
文
化
に
親
し
め
る
舞
台
が
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
同
じ
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
を

会
場
に
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展
」
と
し
て
、

作
品
展
示
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
複
製
画
な
ど
の
物
販
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
で
の
展
示
、
物
販
は
初
め
て
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
作
品
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
こ
と
や
、
京
都
で
作
品
展
を
見
た
と
お

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
天
才
ア
ー
ト

の
知
名
度
が
少
し
ず
つ
上
が
る
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

天才アート in 東山“花と鳥と動物と”
R e p o r t

め
て
見
る
作
画
で
新
鮮
」、
色
彩
感
の
豊
か
な
作
品

群
を
前
に
「
感
動
し
た
」
な
ど
、
来
場
者
の
多
く

の
方
々
か
ら
高
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
よ
り
）。

な
お
、
来
場
者
総
数
は
９
日
間
で
地
元
の
方
を

中
心
に
４
７
５
名
あ
り
、
内
81
名
の
方
よ
り
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
に
あ
た
り
何
か
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
山
区
役
所
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
下
鉄
東
西
線
「
市
役
所
前
駅
」
改
札
口
横
に

「
天
才
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
出
現

文
化
庁
京
都
移
転
を
契
機
に
、
市
民
と
京
都
市

が
連
携
し
て「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」

を
結
成
さ
れ
、〝
み
ん
な
ご
と
〟
の
ま
ち
づ
く
り
推

会
場
＝
左
京
東
部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

京
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
高
岸
町
３
番
地
の
２

交
通
＝
地
下
鉄
東
西
線
「
蹴
上
駅
」
徒
歩
15
分

市
バ
ス
「
東
天
王
町
」
徒
歩
５
分



T E N S A I  A R T

4

レポート

トピックス

き
て 

見
て 
遊
ん
で

就
学
前
か
ら
卒
業
後
ま
で
を

つ
な
ぐ
『
は
ぐ
く
み
情
報
展
』

～
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
～

２
０
１
６
年
12
月
10
日
（
土
）「
み
や
こ
め
っ
せ
」

に
て
、
京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
な
ど
の
主
催
に
よ
る
「
は
ぐ
く
み
情
報
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
企
画
の
一つ
で
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
、
講
師
と

し
て
富
田
千
果
子
理
事
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。「
大

切
に
し
た
い
こ
と
〜
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
振
り
返

り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
」
と
題
し
て
、
子
育
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
子
ど
も
の
幸
せ
感
か
ら
考
え
る
余

暇
の
創
作
活
動
の
意
義
な
ど
を
、
当
機
構
の
活
動

趣
旨
と
合
わ
せ
て
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

自
閉
症
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
６

～
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
た
支
援
～

２
０
１
６
年
12
月
17
日
（
土
）「
ハ
ー
ト
ピ
ア
京

都
」
に
て
、
京
都
府
自
閉
症
協
会
な
ど
の
主
催
で
、

「
自
閉
症
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
６
〜
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

を
見
据
え
た
支
援
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
自
閉
症
の
人
た
ち
を
支
援
す
る
う

え
で
大
切
な
こ
と
を
、
専
門
家
、
当
事
者
、
保
護

者
を
講
師
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
発
言

を
聞
く
も
の
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
保
護
者
の
立
場

か
ら
「
晃
生
の
世
界
と
向
き
合
っ
て
」
と
題
し
て
、

富
田
千
果
子
理
事
が
講
演
。
自
閉
症
の
わ
が
子
の

成
長
や
家
族
の
こ
と
、
そ
し
て
、
自
閉
症
の
障
害

が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
か
せ
る
能
力
と
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
、
芸
術
の
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ケ
ー
ス
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
京
都
【Let’s “KYO” 

Together

〜
今
日
か
ら
は
じ
め
る 

京
か
ら
は
じ
ま
る
〜
】に
出
演

Ｆ
Ｍ
京
都
の「Let’s “KYO

” Together

で
は
、

「
京
都
の
た
め
の
ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
ス
ナ
ー
に
も
参
加
で
き
る
京
都
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
番
組
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
代
表
し

て
富
田
千
果
子
理
事
出
演
し
、
当
機
構
の
障
碍
の

あ
る
方
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
す
障
碍
者
芸

術
の
推
進
活
動
や
事
業
な
ど
を
紹
介
。
放
送
日（
１

月
15
日
）
が
「
天
才
ア
ー
ト
展 

in 

東
山
〜
花
と

鳥
と
動
物
と
。
〜
」の
開
催
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
、

作
品
展
の
広
報
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
下
嶋
千
佳
さ
ん
作
品
展
示
＆
ラ
イ
ブ

き
ょ
う
と
障
害
者
文
化
芸
術
推
進
機
構“art 

space co-jin”

主
催
の『
共
生
の
芸
術
祭
〜
ス
ト
ッ

プ・ヲ
ォ
ッ
チ
』
展
に
下
嶋
千
佳
さ
ん
の
作
品
「
ポ
ッ

プ
ン
テ
ニ
ス
」
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
の
京
都

文
化
博
物
館

を
皮
切
り
に
、

関
西
学
研
都

市
の
「
け
い

は
ん
な
プ
ラ

ザ
」、
福
知
山

市
の
「
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
」
と
巡
回

展
覧
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、「
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
」
で
は
２
月
11
日

（
土
）
14
時
よ
り
「
音
楽
ラ
イ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
、

今
回
の
た
め
に
下
嶋
千
佳
さ
ん
書
き
下
ろ
し
の「
共

生
の
芸
術
祭
」
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
は
じ
め
、
下
嶋
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
作
品
と
と
も
に
自
身
も

ピ
ア
ノ
共
演
し
、
来
場
者
に
喝
采
さ
れ
ま
し
た
。

彼
女
は
、
小
学
校
５
年
生
ご
ろ
よ
り
音
楽
活
動

を
は
じ
め
て
、
多
数
の
作
曲
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

他
に
も
絵
画
作
品
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
映
像
作
品
・
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作
、
マ
ン
ガ
ス
ト
ー
リ
ー

「
ポ
ッ
プ
ン
テ
ニ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
制
作
な
ど
も
手
掛

け
、
い
ず
れ
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

★
楠
川
敦
士
さ
ん
、
大
阪
府
現
代
ア
ー
ト
の
世
界
に

輝
く
新
星
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
６
回
公
募
展
に
入
賞

２
０
１
６
年
度
の
同
公
募
展
に
楠
川
敦
士
さ
ん

の
２
作
品
が
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
８
４
０
点
で
、
受
賞
選
定
作
品
は
、

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
等
９
点
、
佳
作
13
点
、
入
選

30
点
の
計
52
点
で
す
。
ち
な
み
に
、
楠
川
さ
ん
の

入
賞
は
２
０
１
４
年
度
の
公
募
展
よ
り
３
年
連
続

で
、
そ
の
豊
か
な
才
能
と
安
定
し
た
制
作
力
に
裏

打
ち
さ
れ
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

彼
は
、
幼
少
期
よ
り
描
き
始
め
て
、
当
初
は
静

物
の
写
生
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
代
後
半

ご
ろ
か
ら
、
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
題
材
に
好
ん
で
描

く
よ
う
に
な
り
、
入
賞
作
品
に
あ
る
よ
う
に
、
必

ず
文
字
や
数
字
・
記
号
な
ど
が
、
ま
る
で
会
話
の

記
録
の
よ
う
に
画
中
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。「
ス

ト
ー
リ
ー
」
の
あ
る
時
空
と
躍
動
感
を
画
面
に
与

え
て
い
て
、
見
る
者
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

受
賞
作
品
は
、
２
０
１
７
年
２
月
10
日
〜
同
17

日
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
に
あ
る
地
下
街
「
デ
ィ
ア
モ
ー

ル
大
阪
」
多
目
的
ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　★
「
土
屋
彰
男
展
」
開
催

２
月
28
日（
火
）〜
３
月
12
日（
日
）の
会
期
で
、

土
屋
彰
男
さ
ん
の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
大
阪
府
枚
方
市
の
「
御
殿
山
生
涯
学

習
美
術
セ
ン
タ
ー
」
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
招
待
企
画

に
よ
る
も
の
で
す
。
土
屋
さ
ん
の
数
多
い
作
品
の
中

か
ら
、
母
上
の
選
定
で
50
号
大
の
作
品
５
点
を
含

む
絵
画
作
品
14
点
と
、
フ
ェ
ル
ト
作
品
の
１
群
を

展
示
し
ま
し
た
。

全
作
品
に
共
通
す
る
大
胆

な
構
図
と
タ
ッ
チ
は
、
来
館

者
に
感
動
を
呼
ん
だ
こ
と
が

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
伺
え
ま
し

た
が
、
中
で
も
記
事
中
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
写
真
の
右
手
に
あ
る

４
枚
の
襖
絵
の
「
迫
力
に
驚

き
」
を
与
え
た
よ
う
で
す
。 佳作「サーカス」（上）

入選「飛び交う無線交信」（下）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情

LaM
の
ア
ー
ル・ブ
リ
ュ
ッ
ト
を

視
察
し
て
―
―
―
―
―
―
――
―
高
島 

寛

LaM

（
リ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
／
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
／
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
北
東
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
境
近
く
の

リ
ー
ル
市
の
郊
外
に
在
り
ま
す
。
緑
豊
か
で
静
寂

な
住
宅
地
の
真
ん
中
に
森
や
湖
の
あ
る
広
大
な
公

園
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す

が
、
平
屋
式
の
こ
の
美

術
館
は
そ
の
一
角
に
佇
ん

で
い
ま
す
。

昨
秋
、
私
が
こ
こ
を

訪
れ
た
の
は
、
こ
の
美

術
館
は
世
界
屈
指
の

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
、

そ
の
展
示
を
誇
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

◎

も
と
も
と
は
近
代
・
現
代
美
術
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ラ
シ
ン
ヌ
財
団
か
ら

３
５
０
０
点
以
上
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
が

寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
２
０
１
０
年
に
大
規
模
な
増

築
が
行
わ
れ
、
そ
の
保
管
と
展
示
セ
ク
シ
ョ
ン
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ラ
シ
ン
ヌ
財
団
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

提
唱
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の

作
品
収
集
活
動
に
呼
応
し
て
１
９
８
２
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
《
人
類
の
根
源
で
あ
る

ア
ー
ト
表
現
》
と
し
て
個
人
の
邸
宅
内
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的

な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
８
６
年
に
フ

ラ
ン
ス
の
美
術
館
規
定
に
よ
っ
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
は
や
っ
と
公
的
に
も
ア
ー
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
つ
い
30
年
前

ま
で
は
ま
だ
ア
ー
ト
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
す
。早
速
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
展
覧
会
は
成
功
を
博
し
ま
す
が
、
そ
の
10
年

後
自
治
体
の
支
援
を
失
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
研
究

所
に
寄
贈
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
のLaM

の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
は
現
在
、

１
７
０
人
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
よ
る
約
４
０
０
０
点

の
公
的
に
認
め
ら
れ
た
作
品
を
有
し
て
い
ま
す
。

◎

ピ
カ
ソ
、
レ
ジ
ェ
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
ど
の
お
な
じ
み

の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
過
ぎ
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
展

示
室
に
入
る
と
、
神
秘
的
で
民
族
的
な
模
様
が
精

緻
に
隅
々
ま
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
し
か
も
シ
ン
メ
ト

リ
ー
に
正
確
に
構
成
さ
れ
た
巨
大
な
絵
画
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ル
サ
ー

ジ
ュ
の
こ
の
作
品
群
に
は
幅
が
５
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
大
作
も
あ
っ
て
驚
愕
し
ま
す
。
ほ
か
に
は
ヘ
ン

リ
ー
・
ダ
ー
ガ
ー
の
絵
本
や
ア
ロ
ワ
ー
ズ
・
コ
ル
バ

の
色
彩
豊
か
な
絵
画
な
ど
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

代
表
的
ア
ー
チ
ス
ト
の
作
品
な
ど
が
数
多
く
な
ら

び
ま
す
。
廃
品
や
古
布
を
使
っ
た
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ス

コ
ッ
ト
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
も
興
味
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
も
限
界
を
知
ら
ぬ
精
力
と
飽
く
な
き
執
心

力
か
ら
生
じ
る
こ
れ
ら
の
作
品
の
前
で

は
、
誰
し
も
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

普
遍
的
で
圧
倒
的
な
存
在
感
に
た
じ
ろ

い
で
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
ア
ー

ル・ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
前
室
が
、デ
ュ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
彼
の
初
期
の
作
品
が
一
堂
に
介

さ
れ
て
い
て
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

と
密
接
な
関
係
を
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎

近
年
、
欧
米
で
は
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
現
代

ア
ー
ト
の
文
脈
で
と
ら
え
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
現
代
ア
ー

ト
の
ひ
と
つ
の
領
域
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
（
ス
イ
ス
）
に
あ
る
先
駆
的

な
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
前
回

紹
介
し
た
ウ
イ
ー
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
グ
ッ
ギ

ン
グ
美
術
館
は
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
特
化
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
が
、
今
後
は
総
合
的
な
現
代
美

術
館
に
ひ
ろ
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。LaM

も
そ

の
一
例
で
す
が
、
そ
こ
に
は
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

を
芸
術
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
作
者
に
つ
い

て
は
特
段
に
関
心
を
寄
せ
ず
、
重
視
す
べ
き
は
作
品

が
も
つ
審
美
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。

ひ
る
が
え
っ
て
み
る
と
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
は
、
一
様
に
「
障
が
い
者
に
よ
る
造
形
」

と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
欧

米
と
日
本
と
の
間
に
ア
ー
ル
・
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
対

す
る
理
解
の
齟
齬
は
大
き
く
、
乖
離
は
広
が
っ
て
い

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
障
が
い
者
福
祉
の
側
面

か
ら
で
は
な
く
、
芸
術
面
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
障
が
い
者
の
日
常

的
な
制
作
の
現
場
に
立
つ
私
た
ち
に
は
、
福
祉
と
い

う
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。「

障
が
い
者
に
よ
る
造
形
」
が
即
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
理
解
と
認
識
に
は
、
国
際

的
な
視
点
に
お
い
て
も
問
題
は
な
い
の
か
、
そ
ん
な

疑
問
を
も
っ
た
今
回
の
視
察
で
し
た
。

LaM の外観

A・ルサージュの絵画

J・スコットのオブジェデュビュッフェの作品
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●
多
動
性
障
害

晃
平
は
１
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
不
眠
不
休
で

走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
夜
め
く
る
め
く
行
動

を
変
え
な
が
ら
動
い
て
、
常
に
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
強
烈
な
多
動
で
す
。

１
日
、２
〜
３
時
間
寝
れ
ば
か
な
り
良
い
方
で
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
寝
る
か
予
測
で
き
ず
、
他
の

家
族
の
健
全
な
生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
ほ
ど
、
母

親
の
私
は
体
内
時
計
を
無
視
し
た
毎
日
を
過
ご
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

普
通
に
は
生
活
で
き
な
い
。

普
通
で
は
な
い
。

最
悪
な
体
調
の
中
で
、
だ
ん
だ
ん
と
わ
が
子
が

障
害
児
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
現
実

で
し
た
。

●
自
己
実
現
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

当
時
地
元
の
八
幡
市
で
は
遊
戯
療
法
を
採
択
し

て
お
り
、
京
都
大
学
心
理
学
研
究
室
の
大
学
院
生

が
箱
庭
療
法
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
を
作
り
、
自

然
な
形
で
多
動
を
少
し
ず
つ
生
活
し
や
す
い
行
動

に
変
え
て
い
く
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

療
育
は
就
学
す
る
ま
で
４
年
ほ
ど
通
い
ま
し
た

が
、
こ
の
期
間
に
私
は
心
身
共
に
立
ち
直
っ
て
、

障
害
の
あ
る
わ
が
子
の
人
生
の
全
責
任
を
受
け
て

立
つ
覚
悟
を
し
ま
し
た
。

私
は
晃
平
の
自
己
実
現
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
思
い
や
外
野
と
の
軋あ
つ
れ
き轢
に
打
ち

勝
っ
て
い
く
に
は
、
遠
い
目
標
、
最
終
目
標
の
設

定
が
必
要
で
、
迷
っ
た
時
は
原
点
に
帰
る
、
と
当

時
の
私
は
考
え
ま
し
た
。

目
標
は
「
幸
せ
な
人
生
」

晃
平
の
「
幸
せ
な
人
生
」
は
、具
体
的
に
は
「
好

き
な
こ
と
が
自
由
に
で
き
る
」こ
と
と
し
ま
し
た
。

た
だ
走
り
回
る
晃
平
の
「
好
き
な
こ
と
」
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、「
好
き
な
こ
と
」
が
「
自
由
に

で
き
る
」よ
う
に
な
る
第
一
歩
は
ま
ず
何
な
の
か
。

●
集
中
力
を
高
め
る
作
業
へ
の
置
き
換
え

多
動
を
暮
し
や
す
い
自
然
な
形
に
置
き
換
え
る

に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
良
い
で
し
ょ
う
。
体
を
動
か
す

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
隣
り
合
わ
せ
に
座
れ
る
時
間
が

生
ま
れ
ま
す
。
座
れ
る
時
間
は
短
い
で
す
の
で
大

切
に
使
い
ま
す
。

私
た
ち
親
子
は
集
中
力
を
高
め
、
で
き
る
だ
け

手
早
く
要
領
良
く
を
心
掛
け
な
が
ら
、
た
く
さ
ん

の
課
題
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
サ
ン
プ
ル
の

中
か
ら
好
き
な
こ
と
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

座
っ
て
行
う
課
題
に
つ
い
て
、
当
初
本
人
は
元

よ
り
親
も
辛
く
、
果
た
し
て
無
理
に
じ
っ
と
さ
せ

る
の
が
こ
の
子
に
と
っ
て
良
い
こ
と
な
の
か
、
と

非
常
に
悩
む
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
や
向
い
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
、
親
の
先
入
観
で
可
能

性
が
捨
て
ら
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
、
と
り
あ

え
ず
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。

「
好
き
な
こ
と
」
を
み
つ
け
る
に
は
ま
ず
、「
自

由
に
で
き
る
こ
と
を
ふ
や
す
」。
ど
の
よ
う
に
し

て
楽
し
く
絵
を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
楽
し
く
絵
を
描
く
基
礎
と
な
っ
た
力

重
度
障
害
児
で
す
か
ら
当
然
で
き
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
。
で
も
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
健
常

児
の
何
百
倍
も
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
小
学
校
１
年
で
形
の
認
識
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。手
元
に
△
が
書
い
て
あ
っ
て
、ノ
ー

ト
に
同
じ
も
の
を
書
き
な
さ
い
と
言
っ
て
も
書
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

多
動
で
ノ
ー
ト
を
見
て
い
ま
せ
ん
し
、
△
を
認

識
し
ま
せ
ん
し
、同
じ
も
の
を
書
く
概
念
も
な
く
、

さ
ら
に
手
先
の
動
か
し
方
も
分
か
ら
な
い
よ
う
で

し
た
。

写
し
た
り
手
を
添
え
た
り
を
何
百
回
、
何
千
回

か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
練
習
し
て
、
や
っ
と
紙
に

書
け
ま
し
た
。

し
か
し
今
度
は
離
れ
た
黒
板
が
認
識
で
き
ま
せ

ん
。
距
離
が
あ
る
の
で
、
直
線
上
の
景
色
や
物
や

人
が
目
に
入
っ
て
黒
板
ま
で
辿
り
着
か
な
か
っ
た

様
で
す
。

教
室
の
黒
板
と
ノ
ー
ト
の
間
に
線
を
作
っ
て
、

そ
の
間
を
私
が
手
を
引
い
て
行
き
来
し
て
結
び
つ

け
た
り
、
黒
板
に
接
近
し
て
書
い
た
ノ
ー
ト
を
線

上
に
少
し
ず
つ
離
し
て
自
席
に
置
き
、
２
回
目
に

同
じ
も
の
を
自
席
で
書
か
せ
た
り
し
て
遠
く
の
文

字
を
書
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
調
子
で
、
小
学
６
年
プ
ラ
ス
中
学
３
年
間

は
板
書
を
し
続
け
ま
し
た
。

理
科
は
ビ
ー
カ
ー
な
ど
の
絵
が
混
じ
っ
た
実
験

結
果
や
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
、
数
学

で
は
数
字
を
数
え
て
軸
に
沿
っ
て
グ
ラ
フ
の
作

成
、
英
語
は
板
書
と
発
音
。

全
て
の
教
科
の
板
書
が
空
間
把
握
、
立
体
物
の

平
面
表
現
、
小
さ
な
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
際
の
バ 何百回、何千回という練習を重ねて書けるようになった漢字

「
幸
せ
な
人
生
」
を
見
つ
け
る
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

「
で
き
る
こ
と
」の
積
み
上
げ
で
「
好
き
な
こ
と
」
を
見
つ
け
る          

 
  

 
 

 
 

 
 

   

高
畠 

美
代
子

寄　稿

天才アート展 2016 の会場にて
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ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
を
養
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

当
然
、
重
度
障
害
児
に
数
字
や
英
語
は
無
意
味
と

か
、
可
哀
想
と
か
の
批
判
は
根
強
か
っ
た
で
す
。

パ
ッ
と
見
た
人
が
見
苦
し
い
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
考
え
も
な
し
に
批
判
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

●
「
自
由
」
に
描
く

自
閉
症
児
に
と
っ
て
「
自
由
」
は
極
め
て
難
し

い
概
念
で
す
。

晃
平
に
関
し
て
だ
け
い
う
と
、
型
決
め
で
生
活

し
て
い
る
と
楽
し
そ
う
で
自
由
に
見
え
ま
す
が
、

純
粋
な
自
由
は
存
在
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
健
常
者
の
自
由
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
次
の
休
日
ど

こ
に
出
か
け
て
も
自
由
で
す
が
、
実
際
に
は
懐
具

合
や
体
力
、
家
族
の
予
定
や
翌
日
の
仕
事
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
、
数
々
の
制
約
が
掛
か
っ
て
お
り
、

純
粋
な
自
由
は
結
局
は
存
在
し
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
う
考
え
る
と
、
た
と
え
あ
ら
か
じ
め
型
決
め

し
た
生
活
で
あ
っ
て
も
、
本
人
が
心
底
楽
し
そ
う

で
、心
が
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
自
由
」

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

支
援
者
は
型
決
め
の
外
の
可
能
性
を
常
に
模
索

検
討
し
て
お
き
、
い
つ
で
も
本
人
の
た
め
に
変
え

る
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
自
由
を
守
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
天
才
ア
ー
ト
と
の
出
会
い

今
現
在
25
歳
の
晃
平
を
見
て
い
て
、「
で
き
る

こ
と
」
の
積
み
上
げ
で
自
信
に
基
づ
い
た
精
神
の

安
定
感
や
集
中
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
と
満
足

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
満
を
持
し
て
や
っ
て
き
た
の
が
、
天
才

ア
ー
ト
と
の
出
会
い
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
は
幸
運
と
し
か
言
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

呉
竹
総
合
支
援
学
校
卒
業
時
、
人
脈
が
豊
富
と

お
見
受
け
し
た
当
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
黒
川
愛
子
さ

ん
（
現
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
理
事
）
に
「
卒

業
し
た
後
に
参
加
で
き
る
芸
術
的
文
化
的
活
動
の

場
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
私
が
思
い
描
い
て
い

た
理
想
ど
お
り
の
会
に
奇
跡
的
に
声
を
掛
け
て
い

た
だ
い
て
、
創
成
時
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

最
近
は
言
葉
で
の
表
現
が
難
し
い
晃
平
が
描
く

絵
に
、
障
害
特
性
で
は
な
く
元
々
持
っ
て
い
る
素

直
さ
、
明
る
さ
、
探
求
心
が
、
力
強
く
表
現
さ
れ

る
の
を
見
て
、
も
し
か
し
て
晃
平
の
自
己
実
現
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
は
成
功
し
た
の
で
は
な
い
か
と
密
か

に
喜
ん
で
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ど
う
か
、
晃
平
の
「
幸
せ
な
人
生
」
に
向

け
て
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「ピグミーマーモセット」（上）と「アカウミガメ」（下）の制作風景

カヤックを楽しむ

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
文
化
都
市
・

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
障
碍
者
の
芸
術
作
品
を
常

設
展
示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
立
し
、
広
く

社
会
に
向
け
た
情
報
発
信
の
中
核
と
な
る
施
設

と
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ

の
計
画
に
賛
同
し
て
支
援
す
る
「
障
碍
者
ア
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金
」

を
募
集
致
し
ま
す
。

一
口
千
円
か
ら
。
３
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
お
礼
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
作
品
の
複
製
画
（
太
子
サ
イ
ズ
・
額
装
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
複
製
画
は
10
作
品
の

中
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
複
製
画
の
コ
ス
ト
の
一
部
は
、「
著
作
料
」

と
し
て
障
碍
の
あ
る
作
家
に
還
元
さ
れ
、
コ
ス

ト
を
除
く
残
金
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
支
援
金

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
の
上
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

詳
細
や
お
申
し
込
み
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

スーパー羊 II

障
碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

設
立
支
援
基
金
を
ス
タ
ー
ト
!!

※
複
製
画
の
一
部
で
す
。

宇宙人の宇宙船
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広
が
る
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
活
用

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

作
品
が
、
企
業
と
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
商
品
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
弾
は
、
京
都
職
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
様
の
ス
ポ
ン

ジ
ク
ロ
ス
。
一
昨
年
秋
に

初
め
て
商
品
化
さ
れ
、
新

作
の
動
物
シ
リ
ー
ズ
も
加

わ
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

増
え
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
ジ
ク
ロ
ス
は
京
都
国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
、
海
外

か
ら
の
お
客
さ
ま
に
お
み
や
げ
と
し
て
好
評
で
す
。

第
二
弾
は
、山
田
繊
維
株
式
会
社
様
の「
む
す
美
」

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ふ
ろ
し
き
。
３
月
１
日
〜
４
日
、

京
都
文
化
博
物
館
別
館
で
開
催
さ
れ
た
ふ
ろ
し
き

新
作
展
示
会
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作

品
を
元
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
ふ
ろ
し
き
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
当
機

構
の
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

サ
イ
ズ
で
光
沢
の
あ
る
綿
素
材
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
入
り
。

ス
カ
ー
フ
や
チ
ー
フ
に
し
て
も
素
敵
で
す
。

今
後
開
催
さ
れ
る
作
品
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
商

品
の
販
売
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
作
品
の
商

品
化
に
よ
っ
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
社
会
参

加
の
可
能
性
が
広
が

り
、
作
品
の
魅
力

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大

き
な
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■ 

会
報
の
広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
を
は
じ
め
、
所
属
作
家
の
作
品
紹

介
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
３
、５
０
０
部

で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、

各
地
の
美
術
館
、
京
都
市
内
の
大
学

や
主
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど

に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
企
業
様
の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷

京都支社
京都市中京区烏丸通御池上ル二条殿町 552
075-241-4811

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

彼
の
作
品
は
、
黒
の
油
性
ペ
ン
一
色
で
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
珍
し

く
複
数
の
色
使
い
を
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
つ

い
て
は
、
描
き
始
め
た
時
点
で
尋
ね
る
と
「
ま

だ
わ
か
ら
な
い
」
と
返
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

描
い
て
い
行
く
中
で
次
第
に
イ
メ
ー
ジ
と
タ
イ

ト
ル
が
固
ま
っ
て
い
く
よ
う
で
、
完
成
す
る
な

り
す
ぐ
に
裏
面
に
日
付
・
サ
イ
ン
と
と
も
に
タ

イ
ト
ル
を
書
き
込
む
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
読
み

あ
げ
る
と
、
ま
る
で
散
文
詩
の
よ
う
な
響
き
を

持
っ
て
画
面
に
調
和
す
る
よ
う
に
思
え
る
。

〈
編
集
後
記
〉

平
成
31
年
以
降
に
文
化
庁
が
京
都
市
へ
全
面
移
転
す
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
京
都
府
や
京
都
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
・
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
府
や
市
レ
ベ
ル
に
と

ど
ま
ら
ず
、
府
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
京
都
の
玄
関
口
で
あ
る
「
京
都
駅
東
南
部
エ

リ
ア
」
へ
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
移
転
（
平
成
35
年
度
）

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、「
文
化
芸
術
」
と
い
う
新
た
な

視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
京
都
駅
周
辺
エ
リ
ア
が
活

性
化
す
れ
ば
、
京
都
全
体
の
活
性
化
と
文
化
芸
術
の
振
興
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

17
年
度
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
そ
う
い
っ
た
流
れ

に
乗
り
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
企
画
展
や
天
才
ア
ー
ト
展
に
加
え
、
数
多
く
の
活
動

を
今
ま
で
以
上
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
会
員
の
皆
さ
ま
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
を
始
め
、
支

援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

『鶏は恐竜の祖先だよ。謹んで食べなきゃ。宇宙華丸』　
前田笑弥　1977 年生まれ　Wataru MAEDA
画用紙・マジックペン　380×270mm　2017 年

京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
障
碍
の
あ
る
人

の
ア
ー
ト
制
作
を
推
進
す
る
た
め
に
、
作
品
展
の

開
催
や
デ
ザ
イ
ン
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。会
員
は
、「
正
会
員
」「
賛

助
会
員
」「
名
誉
会
員
」
の
３
種
類
。

ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、
障
碍
者
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金
な
ど
の

お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
手
続
き
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898


